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中高年者縦断調査における課題・有識者ヒアリングの結果等

1

すべての対象者が70歳以上となる第21回（令和7年）調査から、調査項目を見直ししてはどうか課題

ヒアリング事項 御意見まとめ

• 現在実施中の縦断調
査はいつまで実施す
べきか

• 全員が後期高齢者となる第26回（令和12年）までやっていけるのではないか。

• 70歳を超えてから働き方の変化、年金、医療、介護の需要の増加などがおきるので75歳まで継続する案
がいいと思う。

• 調査対象者が19,600人も残っているので最後までやって欲しい。

• RIETI（（独）経済産業研究所）が実施しているJSTAR（くらしと健康の調査）は、中高年者を対象にし
たパネル調査のプロジェクトであるが、最近実施できていないため、本調査をぜひ続けて欲しい。また、
市町村コードを入れると異動が把握できて良い。

• 中高年者は、介護・貧困・孤独死等、政策課題はたくさんあるので、調査項目を厚くすべき。

• 脱落要因の分析用に死亡情報とのリンクができるとよい。また、年齢に合わせて調査項目の見直し（就業
をやめ、誰に介護されているかを聞くなど）が必要。

• 介護、医療、家族の情報の充実、介護は介護レセプトとの連携ができれば負担も減る。

• 新たな集団を確保す
る場合の対象者、確
保方策

• 70～80代は定年後の就業実態、フリーランスの実態が把握できるが就労との関係は薄くなるため、10年の
パネルではなく59～61歳、64～66歳など限定の年齢を追跡し、定年前後の変化を分析するような形も考
えられる。

・特別報告 • 高齢者の就業特集、中高年者の孤立度合い・高齢女性の貧困等。

・その他全般 • 子なし高齢者が最低賃金で働く者が増えているため、中高年者の就業をとり続け、また、潜在的な介護の
ある可能性の人にも調査を行っていけば、縦断調査が脚光を浴びる可能性がある。

• 中高年者は、労働市場から外れ社会参加そしてボランティアをする方も出てくる年代であり、社会との関
わり方が政策トピックスになるのでは。

• 中高年者は後期高齢者は急激に要介護になり、これから同居も増えると思われ、今後、応用が増えるはず。

有識者ヒアリングの結果

第２回WGの

資料から再掲



＜高齢者の健康保持と就業等社会活動の確保＞

高齢者対策等厚生労働行政施策の企画立案、実施等の

ための基礎資料を得る

平成17(2005)年

中高年者縦断調査の概要
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開始年

目的

平成17年10月末時点で50～59歳の全国の男女

調査対象

平成30年３月23日

調査当初に50～59歳であった対象者を取り巻く環境

が10年の間に中高年者の就業や健康等に与えた影響に

ついてまとめたもの

特別報告

第２回WGの資

料を一部修正

（H17年） 第１回 ５０～５９歳 40,877 34,240 83.8% -

（H18年） 第２回 ５１～６０歳 35,007 32,285 92.2% 94.3%

（H19年） 第３回 ５２～６１歳 32,195 30,730 95.4% 89.7%

（H20年） 第４回 ５３～６２歳 30,773 29,605 96.2% 86.5%

（H21年） 第５回 ５４～６３歳 29,548 28,736 97.3% 83.9%

（H22年） 第６回 ５５～６４歳 28,554 26,220 91.8% 76.6%

（H23年） 第７回 ５６～６５歳 28,137 25,321 90.0% 74.0%

（H24年） 第８回 ５７～６６歳 26,428 24,026 90.9% 70.2%

（H25年） 第９回 ５８～６７歳 25,261 23,722 93.9% 69.3%

（H26年） 第10回 ５９～６８歳 24,231 22,748 93.9% 66.4%

（H27年） 第11回 ６０～６９歳 23,485 22,595 96.2% 66.0%

（H28年） 第12回 ６１～７０歳 22,845 21,916 95.9% 64.0%

（H29年） 第13回 ６２～７１歳 22,253 21,168 95.1% 61.8%

（H30年） 第14回 ６３～７２歳 21,587 20,677 95.8% 60.4%

（R1年） 第15回 ６４～７３歳 20,903 19,931 95.3% 58.2%

（R2年） 第16回 ６５～７４歳 20,264 19,644 96.9% 57.4%

（R3年） 第17回 ６６～７５歳 19,765 18,999 96.1% 55.5%

（R4年） 第18回 ６７～７６歳 19,241 18,469 96.0% 53.9%

（R5年） 第19回 ６８～７７歳

（R6年） 第20回 ６９～７８歳

（R7年） 第21回 ７０～７９歳

（R8年） 第22回 ７１～８０歳

（R9年） 第23回 ７２～８１歳

（R10年） 第24回 ７３～８２歳

（R11年） 第25回 ７４～８３歳

（R12年） 第26回 ７５～８４歳

※残存率は第１回回収客体に対する回収率

残存率
調査実施年

・調査回

◆中高年者縦断調査

対象者の年齢
調査客体

数

回収客体

数
回収率



第18回 中高年者縦断調査の調査項目（１）

問1 配偶関係の有無

補問1-1 同・別居の別

補問1-2 介護の必要の有無

問2 １年間の配偶関係の変化

配偶者の出生年月

配偶者の学歴

問3 配偶者以外の同居者の有無

補問3-1 続柄

年齢

収入の有無

介護の必要の有無

問4 同居なし父母・子・孫の有無、続柄

年齢（父母）

介護の必要の有無（父母）

人数（子、孫）

問5 親族への介護の有無

介護の相手

1週間の介護時間

問6 同居なし親族への経済的な支援

月平均支援額

年間合計支援額

主な調査事項 【家族】

問7 現在の健康状態

問8 病気・けがの診断の有無

通院・服薬の有無

治療開始からの病状の変化

１年間の入院の有無

問9 病気等の治療の費用の有無

金額（費用）

問10 過去１か月間の「感じ」

問11 日常生活活動の困難の有無

補問11-1  困難な活動の種類・程度

問12 要介護度の状況

要支援度等の認定を初めて受けた時期

問13 飲酒の程度

１日平均飲酒量

問14 喫煙習慣の有無

１日平均喫煙量

問15 運動の状況

問16 １年間の健診等受診の有無

補問16-1 健診等結果

健診等結果への対応

問17 健康維持のため心がけていること

主な調査事項 【健康】

問18 収入になる仕事をしているか

問19-1 仕事のかたち

問19-2 仕事の内容

問19-3 1週間の就業日数

1週間の就業時間

問19-4 勤め先の従業者数

問19-5 仕事について感じていること

問19-6 仕事をしている理由

問20-1 勤め先の定年の有無

定年年齢

問20-2 勤め先の再雇用制度等の有無

利用希望の有無

問20-3 勤め先の再雇用制度等の利用の有無

問21 後継者の有無

今後の事業方針

問22 収入になる仕事をしたいか

補問22-1 したい仕事のかたち

補問22-2 仕事探し、開業準備

補問22-3 仕事探し、開業準備をしない理由

問23 過去１年間に仕事をやめた経験の有無

その仕事をやめた年月

その仕事をやめた理由

その仕事のかたち

主な調査事項 【就業】

3注）下線：介護関係

第２回WGの

資料から再掲



問24 これからの生活のまかない方

問25 これからの就業希望

※問24、問25の調査実施年

第1回、第6回、第9回、第12回、第15回、第18回

補問25-1 仕事をしたい理由

補問25-2 仕事をしたくない理由

※補足25-1、補足25-2の調査実施年

第9回、第12回、第15回、第18回

第18回 中高年者縦断調査の調査項目（２）

（周期項目）

３年に１度

調査年

主な調査事項 【これからの生活設計】
問29-1住まいの形態

ローンの有無

問29-2 住宅の変化

問30 情報通信機器の使用状況

問31 １か月間の収入の有無

補問31-1 収入の種類

補問31-2 収入額

公的年金受給額

問32 １か月間の家計支出額

問33 借入金の有無、金額

問34 預貯金の有無、金額

主な調査事項 【住居・家計】

問35 配偶者の健康状態

問36 配偶者の１か月間の収入の有無

補問36-1 配偶者の収入の種類

補問36-2 配偶者の収入額

公的年金受給額

問37 配偶者との時間の過ごし方

補問37-1 配偶者と過ごす時間

問26 日常活動の範囲・頻度

問27 頼りにしている人の有無

問28 趣味・教養、社会参加活動の有無

活動の方法

満足度

主な調査事項 【社会活動等】

主な調査事項 【配偶者】

4

第２回WGの

資料から再掲



現在の中高年者調査に不足している介護を受ける側の状況に関する項目を追加してはどうか

介護を受ける側の居住環境の変化を踏まえ、中高年者の異動情報を把握してはどうか

調査対象者の年齢を踏まえ、今後の調査を長く継続して把握していくため負担なく回答できるよう

質問数を削減してはどうか

調査に協力していただけない方の理由（調査拒否等）を把握してはどうか

課題を踏まえた今後の方向性

5

方向性

第２回WGの

資料から再掲



第２回縦断調査の改善に関するワーキンググループでの主な御意見（１）

6

事項 主な御意見 対応案

全体

・介護保険のニーズ調査を参考とし、同じような調査項目を
調査しようとしているが、パネル調査として意味があるのか。

・パネル調査としての活用方法を追記。

・他の公的統計で類似する調査項目が把握されているものが
ある、他の公的統計との役割分担を踏まえ、縦断調査で把握
すべきものを議論すべきではないか。

・参考資料２を作成。

追加２ 通院箇所
・箇所数よりも通院先（病院、診療所、接骨院など）を把握
すべきではないか。

・調査項目案へ反映。

追加９ 日常の応用動作

・IADL（手段的日常生活動作）は、「できる」「できな
い」だけではなく、段階的な聞き方をすべきではないか。
・「IADL尺度」（Lawtonの尺度※）から８項目を抜き出して
いるが、抜き出したことの有効性を検証すべきではないか。
※アメリカの心理学者Lawtonによって発案されたもの。

・IADLの評価については、老研式活動能力指
標（13項目）等の指標もあるが、国際的に利用
されている「Lawtonの尺度」（日本老年医学
会翻訳版,31項目）から一部を参考とし、四件
法とした。

変更 問３ 配偶者以外
の同居者

・追加された「就労の有無」は介護離職などを分析するため、
「正規」「非正規」まで調査して欲しい。

・調査項目案へ反映。

変更 問29-1 住まいの
形態

・「賃貸住宅」は、貧困の度合いが違う研究もあり「公営」
と「民間」を分けるべきではないか。
・「福祉施設」は、「有料老人ホーム」「特別養護老人ホー
ム」「グループホーム」等を分けるべきではないか

・「賃貸住宅」「福祉施設」とも出現数が少な
いため、さらなる分割は見送る。

削除 問４ 同居してい
ない子・孫

・生涯無子（チャイルドレス）の影響をみるため、「子・
孫」の情報は残すべきではないか。

・「継続」とし把握していく。

削除 問5 親族への介
護

・老老介護の影響をみるため、「介護時間」は残すべきでは
ないか。

・「継続」とし把握していく。



第２回縦断調査の改善に関するワーキンググループでの主な御意見（２）
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事項 主な御意見 対応案

削除 問19-3 就業日
数・就業時間

・高齢者でも就業している人は多く、「就業日数」「就業時
間」は残して欲しい。

・「継続」とし把握していく

削除 問28 社会参加活
動

・「満足度」は政策的な評価が難しいので、それよりも「活
動の場（機会）の有無」を把握したほうがよいのではないか。

・調査項目案へ反映

死亡情報等

・事前に本人同意を得ることの是非
・他のパネル調査での対応状況

・東京都健康長寿医療センター研究所が実施し
ている「全国高齢者の健康と生活に関する長期
縦断研究」では、住民票の除票（転出や死亡な
ど）を確認している。

除票の確認には本人同意が必要となるが、
2021年の調査からは、書面での同意書を得る
ようにしたとのことであった。
・本人同意については、利用目的、把握方法を
明確に示して同意を得る必要があるが、調査対
象者にとって機微な情報でもあり、判断に負担
をかけることから、把握を見送る。

・死亡情報と併せて「終活」についても把握すべきではない
か。

・相続や遺言など厚生労働行政分野の政策と
なっていないため、現時点では調査項目への設
定を見送る。

その他
・調査の修了時点については、目標値や基準を合意しながら
進めるべきではないか。

・平成14年成年者が終了（中止）を判断した残
存率、終了理由が一つの判断基準になるととし
て「中間まとめ」（案）に記載する。
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介護を受ける側の状況に関する新規項目案

追加１ あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話を
してくれる方がいますか。（複数回答）

１ 配偶者
２ 同居の子ども
３ 同居の子どもの配偶者
４ 別居の子ども
５ 別居の子どもの配偶者
６ 兄弟姉妹・親戚・親・孫
７ 近隣
８ 友人
９ その他（ ）
10  看病や世話をしてくれるような人はいない

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

※問27「頼りにしている人の有無」は重複する
ため削除。

・看病や介護が必要になった時、世話

をしてくれる人の情報を把握するため

・過去の世帯構成や社会参加活動等と

の関連、将来の健康状態や介護状態の

変化等による影響を分析していくため

第２回WGの資

料を一部修正
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介護を受ける側の状況に関する新規項目案

追加２ 定期的に通っている通院先はありますか。（複数回答）

１ 病院・診療所
２ 歯科診療所
３ あん摩マッサージ・針灸・接骨院
４ 通院していない

・通院や入院の有無は問８で把握して

いるが、通院先を把握するため

・将来、健康状態や介護状態と併せて、

健康の変化等を分析していくため

※独自に追加。

第２回WGの資

料を一部修正

追加２ 現在、定期的に通っている病院や診療所、歯科診療所、鍼灸・接骨院（往診等を含む）などはありますか。
（箇所、頻度）

１ １箇所
２ ２箇所以上（ ）箇所
３ 定期的な通院はしていない

〈第２回ワーキンググループでの追加案〉

〈第３回ワーキンググループでの修正案〉

↓ 箇所数の把握から、通院先の情報を把握できるように修正
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

追加３ 現在の暮らしの状況を総合的にみて、どう感じていますか。
１ 大変苦しい
２ やや苦しい
３ ふつう
４ ややゆとりがある
５ 大変ゆとりがある

追加４ 週に１回以上は外出していますか。
１ ほとんど外出しない
２ 週１回
３ 週２～４回
４ 週５回以上

・収入等は問31で把握しているが、主

観的な経済状態を把握するため

・将来、こころの健康（K6）や健康状

態、介護状態、外出の状況、趣味・教

養・社会参加活動などと関連して分析

していくため

・閉じこもり傾向を把握するため

・閉じこもり傾向にある方の過去の世

帯構成の変化、趣味・教養・社会参加

活動の状況等との関連、将来、閉じこ

もり傾向になった方の健康状態・経済

状態の変化等を分析していくため

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

第２回WGの資

料を一部修正
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

追加６ 歯の数と入れ歯の利用状況をお答えください。
（参考：成人の歯の総本数は、親知らずを含めて32本です。

取り外しできる入れ歯を外し、本数を数えます。
差し歯やインプラントは自分の歯として数えます。）

１ 自分の歯は20本以上あり、入れ歯を利用している
２ 自分の歯は20本以上あり、入れ歯を利用していない
３ 自分の歯は19本以下で、入れ歯を利用している
４ 自分の歯は19本以下で、入れ歯を利用していない

・将来、入れ歯の変化が認知症や健康等に

及ぼす影響を把握するため

追加５ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。
１ はい
２ いいえ

・咀嚼機能の低下を把握するため

・将来、栄養がうまく摂れない状態が、健

康状態等に及ぼす影響を分析していくため

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

※「入れ歯」は、総入れ歯、部分入れ歯の取り
外しが可能なもの。

第２回WGの資

料を一部修正

追加６ 入れ歯やインプラント等の義歯を入れていますか。
１ 部分入れ歯、ブリッジ、インプラントを入れている
２ 総入れ歯（全部入れ歯）を入れている
３ 入れていない

〈第２回ワーキンググループでの追加案〉

〈第３回ワーキンググループでの修正案〉

↓ 義歯の有無だけではなく、残っている歯の本数を把握できるよう修正
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

追加７ どなたかと食事をともにする機会はありますか。
１ 毎日ある
２ 週に何度かある
３ 月に何度かある
４ 年に何度かある
５ ほとんどない

・孤食の状況を把握するため

・過去の世帯構成の変化や社会参加活動等

のとの関連、将来の認知症や健康等への影

響を分析していくため

※「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 実施の
手引き」（厚生労働省老健局）を参考とした。

第２回WGの資

料を一部修正

・認知機能の低下を把握するため

・過去の世帯構成の変化、就業、社会参加

活動等との関連、将来の健康状態や介護状

態等の影響を分析していくため

※要介護認定の際に職員等が本人の主観を聴き
取り記載しているチェックリストを参考とした。

追加８　あなたの物忘れの状況はいかがですか。

はい いいえ

1 周りの人から「いつも同じ事を聞く」

などの物忘れがあると言われますか
1 2

2 自分で電話番号を調べて、電話をかけ

ることができますか
1 2

2 3 今日が何月何日かわからない時があり

ますか
1 2
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

・食事、移動、排せつ、入浴等の基本的

な動作は問11で把握しているが、応用的

な動作について把握するため

・将来、IADLの変化と健康状態、介護状

態等の影響を分析していくため

※IADLの評価については、老研式活動能力指標
（13項目）等の指標もあるが、国際的に利用さ
れている「Lawtonの尺度」（日本老年医学会翻
訳版,31項目）から一部を参考とし、四件法とし
た。

第２回WGの資

料を一部修正

※第２回ワーキンググループの追加案から、選択肢について「できる」「できない」の二件法から、

「問題なくできる」「だいたいできる」「あまりできない」「まったくできない」の四件法に修正

追加９　あなたの日常生活でできることは何ですか。

問題なく

できる

だいたい

できる

あまりで

きない

まったく

できない

1 自分で電話番号を調べて、電話をかけ

ることができる
1 2 3 4

2 すべての買い物を自分で行うことがで

きる
1 2 3 4

3 自分で考えてきちんと食事の支度をす

ることができる
1 2 3 4

4 力仕事以外の家事を一人でこなすこと

ができる
1 2 3 4

5 自分の洗濯はすべて自分で行うことが

できる
1 2 3 4

6 一人で公共交通機関を利用し、あるい

は自家用車で外出することができる
1 2 3 4

7 自分で正しい時に正しい量の薬を飲む

ことができる
1 2 3 4

8 家計を自分で管理（支払計画・実施が

できる、銀行へ行くこと等）できる
1 2 3 4



【参考①】 IADL（手段的日常生活動作）に関する指標
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Lawtonの尺度（31項目）

A 電話を使用する能力

１．自分で番号を調べて電話をかけることができる。 はい いいえ

２．２，３のよく知っている番号であればかけることができる。 はい いいえ

３．電話には出られるが自分からかけることはできる。 はい いいえ

４．全く電話を使用できない。 はい いいえ

B 買い物

１．すべての買い物を自分で行うことができる。 はい いいえ

２．少額の買い物は自分で行うことができる。 はい いいえ

３．誰かが一緒でないと買い物ができない。 はい いいえ

４．全く買い物ができない。 はい いいえ

C 食事の支度

１．自分で考えてきちんと食事の支度をすることができる。 はい いいえ

２．材料が用意されていれば食事の支度をすることができる。 はい いいえ

３．支度された食事を温められる。または、食事の準備はできるも
のの、適切な食事内容を作ることはできない。

はい いいえ

４．食事の支度をしてもらう必要がある。 はい いいえ

D 家事

１．力仕事以外の家事はひとりで行える。 はい いいえ

２．皿洗いやベッドの支度などの簡単な家事が行える。 はい いいえ

３．簡単な家事はできるが、きちんと清潔さを保つことはできない。 はい いいえ

４．全ての家事に手助けを必要とする。 はい いいえ

５．家事は全くできない。 はい いいえ

E 洗濯

１．自分の洗濯は全て自分で行える。 はい いいえ

２．下着や靴下などの小物の洗濯を行うことはできる。 はい いいえ

３．洗濯は他の人にしてもらう必要がある。 はい いいえ

F 交通手段

１．ひとりで交通機関を利用し、あるいは自家用車で外出できる。 はい いいえ

２．ひとりでタクシーは利用できるが、その他の公共交通機関を利
用して移動することはできない。

はい いいえ

３．付き添いがいれば、公共交通機関で移動できる。 はい いいえ

４．付き添いがいれば、タクシーか自家用車で移動できる。 はい いいえ

５．全く外出はできない。 はい いいえ

G 服薬の管理

１．自分で正しいタイミングで正しい量の薬を飲むことができる。 はい いいえ

２．前もって薬が仕分けされていれば、自分で飲むことができる。 はい いいえ

３．自分で薬を管理できない。 はい いいえ

H 金銭管理能力

１．家計を自分で管理できる（支払い計画・実施、銀行へ行くな
ど）。

はい いいえ

２．日々の支払いはできるが、預金の出し入れや大きな買い物には
手助けが必要。

はい いいえ

３．金銭の取り扱いはできない。 はい いいえ



【参考②】 IADL（手段的日常生活動作）に関する指標
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老研式活動能力指標（13項目）

手段的ADL

１．バスや電車を使って１人で外出できますか。 はい いいえ

２．日用品の買い物ができますか。 はい いいえ

３．自分で食事の用意ができますか。 はい いいえ

４．請求書の支払いができますか。 はい いいえ

５．銀行預金・郵便貯金の出し入れが自分でできますか。 はい いいえ

知的能動性

６．年金などの書類が書けますか。 はい いいえ

７．新聞を読んでいますか。 はい いいえ

８．本や雑誌を読んでいますか。 はい いいえ

社会的役割

９．健康についての記事や番組に関心がありますか。 はい いいえ

10．友だちの家を訪ねることがありますか。 はい いいえ

11．家族や友だちの相談にのることがありますか。 はい いいえ

12．病人を見舞うことができますか。 はい いいえ

13．若い人に自分から話しかけることがありますか。 はい いいえ
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

・転居の有無は問29-2で把握しているが、

異動距離を把握するため、第１回調査時点

の市区町村コードと比較することで異動距

離の比較が可能

追加12 データ上、調査票を郵送する際の住所情報から市区
町村コードを把握し、データに格納する。

追加11 健康状態の変化を把握するため、あなたの身長と体重を教え
てください。
身長や体重を計っていない、わからない場合は無記入として
ください。

・体重の増減、BMI（体重÷（身長の２

乗））を把握するため

・将来、体格の変化とADL（日常生活動

作）、IADLの変化、健康状態、介護状態等

を関連して分析していくため

追加10 あなたは令和○年９月の１ヶ月間に介護サービスを
受けるための費用がありましたか。

１ 介護サービスの費用あり →
２ 介護サービスの費用なし

令和○年９月の費用

万 千円

・医療費については問９で把握している

・将来、介護サービスの利用状況と健康状

態、経済状態変化との関連や利用していな

い要因などを分析していくため

身長 体重

㎝ kg

第２回WGの資

料を一部修正
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

・「その他」に含まれていた「子の配

偶者」を個別の項目として追加

・「自分の父」「自分の母」は「自分

の父母」に変更（配偶者の父母も同

様）

・性別を追加

・「収入の有無」は「就労の状況」に

変更

・「正規の職員・従業員」「非正規の

職員・従業員」「自営・その他」

「就労していない」を追加

・「介護の必要」は問５（親族への介

護の有無）で把握しているため削除

変更１ 問３ 配偶者以外に同居している方の状況についてお答えください。

第２回WGの資

料を一部修正

※第２回ワーキンググループの追加案から、「就労の状況」について、就労の有無だけではなく雇用形態も把握できるよう修正

子 子

の

配

偶

者

自

分

の

父

母

配

偶

者

の

父

母

孫 兄

弟

姉

妹

そ

の

他

の

親

族

そ

の

他

 

男

　

女

正

規

の

職

員

・

従

業

員

非

正

規

の

職

員

・

従

業

員

※

自

営

・

そ

の

他

就

労

し

て

い

な

い

１人目 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 1 2 3 4

２人目 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 1 2 3 4

３人目 1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 1 2 3 4
・

・

・

※「非正規の職員・従業員」には、パート、アルバイト、派遣社員、契約社員、嘱託などが含まれます。

就労の状況

収入の有無

あなたとの関係 性別

年齢
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

変更２ 問29-1 現在のお住まいの形態についてお答えください。
１ 持ち家
２ 賃貸住宅
３ 社宅等
４ 医療施設
５ 福祉施設（入居して、福祉や介護の支援・サービスを受ける施設）
６ その他

・「その他」に含まれていた「医療施設」

「福祉施設」を個別の項目として追加

なお、「住宅ローンの有無」は削除

※住民票異動の有無は問わない。
※各種施設に入居されても本調査は継続される。

第２回WGの

資料から再掲
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介護を受ける側のニーズに関する新規項目案

・「活動の方法」「満足度」は削除とし、

「活動の機会」を追加

第２回WGの資

料を一部修正

※第２回ワーキンググループの議論を踏まえ、趣味・教養・社会参加活動は「満足度」の把握よりも、

「活動の機会の有無」を把握できるよう修正

変更３　問28　あなたはこの1年間（令和○年11月～令和○年10月）に、

　　　　　　以下のような活動に参加できる機会がありましたか。

                   また、活動の機会があった場合はその活動に参加しましたか。

活動の機会の

有無
参加の有無

趣味・教養

（囲碁、料理、旅行など）

１　あり

２　なし

１　あり

２　なし

スポーツ・健康

（ウォーキング・球技など）

１　あり

２　なし

１　あり

２　なし

地域行事

（町内会の催しなど）

１　あり

２　なし

１　あり

２　なし

子育て支援・教育・文化

（子供会の役員など）

１　あり

２　なし

１　あり

２　なし

高齢者支援

（家事支援・移送など）

１　あり

２　なし

１　あり

２　なし

その他の社会参加活動
１　あり

２　なし

１　あり

２　なし



中高年者縦断調査（周期項目案）
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【 社 会 活 動 等 】

問26 日常活動の範囲・頻度

問28 趣味・教養、社会参加活動の機会の有無、参加の有無

【住居・家計】

問30 情報通信機器の使用状況

【配偶者】

問37 配偶者との時間の過ごし方

補問37-1 配偶者と過ごす時間

２年に１度

調査年 主な調査事項

記入者負担を削減するため、周期項目としてはどうか。

第２回WGの資

料を一部修正



第18回 中高年者縦断調査 見直し一覧（１）
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調査対象者の年齢を踏まえ、今後の調査を長く継続して把握していくため負担なく回答できるよう

質問数を削減してはどうか。

新規・変更 継続 周期 削除 項目計

見直し前 － 89 4 － 93

見直し後 16 56 5 30 77（83%）

第２回WGの資

料を一部修正

※問４「同居なし子、孫」は、生涯

無子（チャイルドレス）の影響を把

握するため「継続」に変更

※問５「１週間の介護時間」は、老

老介護の影響を把握するため「継

続」に変更

記入者 継続

【家　族】
問１ 配偶関係の有無 継続

補問1-1 同・別居の別 継続

補問1-2 介護の必要の有無 継続

問２ １年間の配偶関係の変化 継続

配偶者の出生年月 継続

配偶者の学歴 削除 この１年間に結婚した者の割合が１％未満と低いため

問３ 配偶者以外の同居者の有無 継続

補問3-1 続柄 変更

補問3-1 性別 新規

補問3-1 年齢 継続

補問3-1 収入の有無 削除 就労の状況へ変更

補問3-1 就労の状況 新規

補問3-1 介護の必要の有無 削除 問５親族への介護の有無で把握しているため

問４ 同居なし両親の有無 削除

年齢（父母） 削除

介護の必要の有無（父母） 削除

同居なし子、孫 継続

問５ 親族への介護の有無 継続

介護の相手 継続

1週間の介護時間 継続

追加１ 看護や世話をしてくれる人 新規

問６ 同居なし親族への経済的な支援 削除

月平均支援額 削除

年間合計支援額 削除

別居している親がいる割合が１割未満と低いため

「支援している」割合が「毎月」「時々」とも１割未満と
低いため



第18回 中高年者縦断調査 見直し一覧（２）
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【健　康】
追加11 身長、体重 新規

問７ 現在の健康状態 継続

問８ 病気・けがの診断の有無 継続

通院・服薬の有無 継続

治療開始からの病状の変化 継続

１年間の入院の有無 継続

追加２ 通院箇所 新規

問９ 継続

金額（費用） 継続

問10 過去１か月間の「感じ」 継続

問11 日常生活活動の困難の有無 継続

補問11-1 困難な活動の種類・程度 継続

追加９ 日常の応用動作 新規

問12 継続

要支援度等の認定を初めて受けた時期 継続

追加10 介護サービス費用 新規

問13 飲酒の程度 継続

１日平均飲酒量 継続

問14 喫煙習慣の有無 継続

１日平均喫煙量 継続

追加４ 外出 新規

問15 運動の状況 継続

追加５ 咀嚼機能 新規

追加６ 義歯 新規

追加７ 食事の機会 新規

追加８ 物忘れ 新規

問16 １年間の健診等受診の有無 継続

補問16-1 健診等結果 継続

補問16-1 健診等結果への対応 継続

問17 健康維持のため心がけていること 継続

病気等の治療の費用の有無

要介護度の状況

第２回WGの資

料を一部修正



第18回 中高年者縦断調査 見直し一覧（３）
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【就　業】
問18 収入になる仕事をしているか 継続

問19-1 仕事のかたち 継続

問19-2 仕事の内容 継続

問19-3 1週間の就業日数 継続

1週間の就業時間 継続

問19-4 勤め先の従業者数 削除

問19-5 仕事について感じていること（満足度） 削除

問19-6 仕事をしている理由 継続

問20-1 勤め先の定年の有無 削除

定年年齢 削除

問20-2 勤め先の再雇用制度等の有無 継続

利用希望の有無 継続

問20-3 勤め先の再雇用制度等の利用の有無 削除
定年を迎える世代に関する設問であったが、すべて
の対象者が70歳以上となるため

問21 後継者の有無 削除

今後の事業方針 削除

問22 収入になる仕事をしたいか 継続

補問22-1 したい仕事のかたち 削除

補問22-2 仕事探し、開業準備 削除

補問22-3 仕事探し、開業準備をしない理由 削除

問23 過去１年間に仕事をやめた経験の有無 継続

その仕事をやめた年月、離職２回目以降 削除 離職２回目以降の割合が１割未満と低いため

その仕事のかたち 継続

その仕事をやめた理由 継続

【これからの生活設計】
問24 これからの生活のまかない方 削除

問25 これからの就業希望 削除

補問25-1 仕事をしたい理由 削除

補問25-2 仕事をしたくない理由 削除

「仕事をしていない」約６割の回答のうち、「仕事をした
い」割合が１割未満と低いため

定年を迎える世代に、定年後の生活設計をたずねる
設問であったが、すべての対象者が70歳以上となる
ため

定年を迎える世代に関する設問であったが、すべて
の対象者が70歳以上となるため

定年を迎える世代に関する設問であったが、すべて
の対象者が70歳以上となるため

無記入の割合が約９割と高いため

第２回WGの資

料を一部修正

※問19‐３「１週間の就業日数・就業

時間」は、高齢者でも就業している

人は多く「継続」に変更



第18回 中高年者縦断調査 見直し一覧（４）
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【社会活動等】
問26 日常活動の範囲・頻度 周期

問27 頼りにしている人の有無 削除
追加１「あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病
や世話をしてくれる人」を新規に追加したため

問28 趣味・教養、社会参加活動の機会の有無 新規（周期）

趣味・教養、社会参加活動の有無 周期

活動の方法 削除

満足度 削除

【住居・家計】
問29-1 住まいの形態 変更

ローンの有無 削除 住宅ローンありが１割未満と低いため

問29-2 住宅の変化 継続

問30 情報通信機器の使用状況 周期

問31 １か月間の収入の有無 継続

補問31-1 収入の種類 削除
働いて得た所得、公的年金以外の項目が１割未満と
低いため

補問31-2 １か月間の収入額 継続

公的年金の受給額 継続

追加３ 家計の感じ方 新規

問32 １か月間の家計支出額 継続

問33 借入金の有無、金額 継続

問34 預貯金の有無、金額 継続

【配偶者】
問35 配偶者の健康状態 継続

問36 配偶者の１か月間の収入の有無 継続

補問36-1 収入の種類 削除
働いて得た所得、公的年金以外の項目が１割未満と
低いため

補問36-2 １か月間の収入額 継続

公的年金の受給額 継続

問37 配偶者との時間の過ごし方 周期

補問37-1 配偶者と過ごす時間 周期

同僚、町内会、NPO等の割合が１割未満と低いため

第２回WGの資

料を一部修正

※問28「趣味・教養・社旗参加活

動」は、「活動の機会の有無」を追

加し、「満足度」は「削除」に変更



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（１）
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継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

削除（案）

【配偶者の学歴】
この１年間に結婚した者の割合が１％未満
と低いため

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（２）

26

継続（定例項目）
選択肢一部変更

【収入の有無】
就労の状況へ変更

【介護の必要の有無】
問５親族への介護の有無で把握しているため

削除（案）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（３）

27

削除（案）

削除（案）

継続
（定例項目）

【同居なし親族への経済的な支援】
【月平均支援額】
【年間合計支援額】
「支援している」割合が「毎月」
「時々」とも１割未満と低いため

【同居なし父母、続柄】
【年齢（父母）】
【介護の必要の有無（父母）】
別居している親がいる割合が１割未満と低いため

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（４）
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継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（５）
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継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（６）
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継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（７）
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継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（８）
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削除（案）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

削除（案）

【勤め先の従業員数】
定年を迎える世代に関する設問であったが、
すべての対象者が70歳以上となるため

注:1）回答割合は、直近調査の回答状況。
2）第17回中高年者縦断調査（66～75歳）

「仕事あり」：40.2%

「会社・団体役員」「正規の職員・従業員」
「パート・アルバイト」
「労働者派遣事業所の派遣社員」
「契約社員・嘱託」：25.0%

【仕事について感じていること（満足度）】
定年を迎える世代に関する設問であったが、
すべての対象者が70歳以上となるため

継続
（定例項目）

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（９）

33

削除（案）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

削除（案）

【勤め先の再雇用制度等の利用の有無】
定年を迎える世代に関する設問であったが、
すべての対象者が70歳以上となるため

【勤め先の定年の有無】
【定年年齢】
定年を迎える世代に関する設問であったが、
すべての対象者が70歳以上となるため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（10）

34

削除（案）

削除（案）

継続
（定例項目）

【仕事探し、開業準備をしない理由】
「仕事をしていない」約６割の回答の
うち、「仕事をしたい」割合が１割未
満と低いため

【後継者の有無】
【今後の事業方針】
無記入の割合が約９割と高いため

【仕事探し、開業準備】
「仕事をしていない」約６割の回答の
うち、「仕事をしたい」割合が１割未
満と低いため

【したい仕事のかたち】
「仕事をしていない」約６割の回答の
うち、「仕事をしたい」割合が１割未
満と低いため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（11）
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削除（案）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

【その仕事をやめた年月、離職２回目以降】
離職２回目以降の割合が１割未満と低いため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（12）

36

削除（案）

【これからの就業希望】
定年を迎える世代に、定年後の生活設計
をたずねる設問であったが、すべての対
象者が70歳以上となるため

【これからの生活のまかない方】
定年を迎える世代に、定年後の生活設計
をたずねる設問であったが、すべての対
象者が70歳以上となるため

【仕事をしたい理由】
定年を迎える世代に、定年後の生活設計
をたずねる設問であったが、すべての対
象者が70歳以上となるため

【仕事をしたくない理由】
定年を迎える世代に、定年後の生活設計
をたずねる設問であったが、すべての対
象者が70歳以上となるため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（13）

37

継続
（周期項目）

削除（案）
【頼りにしている人の有無】
追加１「あなたが病気で数日間
寝込んだときに、看病や世話を
してくれる人」を新規に追加し
たため

【活動の方法】【満足度】
同僚、町内会、NPO等の割合が
１割未満と低いため

継続（定例項目）
選択肢一部変更 削除（案）

第２回WGの資

料を一部修正



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（14）

38

継続
（定例項目）

継続
（周期項目）

継続
（定例項目）

削除（案）

削除（案）
継続（定例項目）
選択肢一部変更

継続
（定例項目）

【ローンの有無】
住宅ローンありが１割未満と
低いため

【収入の種類】
働いて得た所得、公的年金以外
の項目が１割未満と低いため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（15）

39

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

削除（案）

継続
（定例項目）

継続
（定例項目）

【配偶者の収入の種類】
働いて得た所得、公的年金以外
の項目が１割未満と低いため

第２回WGの

資料から再掲



【参考】 第18回 中高年者縦断調査 調査票（16）
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継続
（周期項目）

第２回WGの

資料から再掲



医療・介護情報、死亡情報との連携

41

〇 NDB・介護DBとの連携は省内での検討状況を踏まえつつ、統計としての活用について検討してはどうか。

〇 先行して、確実に本人を特定できる「連絡用はがき」から死亡情報等を把握してはどうか。

連携先 連携情報 連携方法 検討状況

NDB
介護DB

（厚労省）

・レセプト情報
・介護情報

・第三者提供により提供を
受ける

・第三者提供のガイドラインに基づき、他の情報との照合は認め
られていない
・社会保障審議会の専門委員会等において他の公的データベース
等との連結について検討中

×

人口動態
統計

（厚労省）

・死亡票情報 ・統計法に基づく二次的利
用
・氏名・住所・生年月日・
性別で照合

・死亡票情報の提供は二次的利用の利用申請が認められれば提供
は可能
・データ照合のKey情報となる氏名・住所を利用する場合は本人の
同意が必要。同意が得られない場合は利用不可となる。

△

連絡用
はがき

（中高年者
縦断調査）

・死亡等情報 ・調査を実施する際の「連
絡用はがき」に「死亡」等
の欄を設け、家族等からの
申し出を受け付ける

・本人を特定して状況の把握が可能
・単独世帯の場合、本人自身が回答することができない

〇

保険者
（自治体

等）

・レセプト情報
・介護情報

・開示請求（任意代理人） ・任意代理人として同意書を得た者のみの対応となる
・任意代理人の場合、開示請求の手続きが煩雑
・保険者（自治体等）ごとに対応する必要がある

×

住基
ネット

（自治体）

・死亡情報 ・縦断調査から脱落した者
を住基ネットに照会し、死
亡情報を得る

・住民基本台帳法上、統計事務は本人確認情報の利用事務となっ
ていない

×

第２回WGの

資料から再掲



42

調査に協力していただけない方の理由（調査拒否等）の把握

連絡用はがき イメージ

連絡用はがきは、調査票の送付時、督促時、

礼状送付時の計３回送付している。

※住所変更では福祉施設等へ入居された場

合でも、住所変更が行われれば調査は継続

して実施する。

調査票等を送付しても、住所不明で返送さ

れたものは「未達」とする。

調査票も連絡用はがきも戻ってこないもの

は脱落理由「不明」とする。

脱落データの内訳は、未達（住所不明）、

死亡、健康上、その他、不明としてカウン

トする。（回収客体数の参考情報）

　本年も、中高年者縦断調査（中高年者の生活に関する継続調査）に

御協力いただきまして、ありがとうございました。

　今後も継続して御協力をお願いしたいと思いますので、お名前・御

住所に変更・訂正がある場合、下欄に御記入の上、同封の目隠しシー

ルをお貼りいただき、御投函ください。

　医療施設や福祉施設に入居された場合も、施設の住所を御記入いた

だければ引き続き入居先に調査資料等をお送りいたします。

　なお、やむを得ず調査への御協力が難しい場合には、その理由をお

教えください。今後、調査への御依頼は中止させていただきます。

変更（訂正）前のお名前と御住所を御記入ください。

変更（訂正）後のお名前と御住所を御記入ください。

やむを得ず、調査へ御協力いただけない理由。【〇をつけてください。】

　　　御本人が死亡　／　健康上の問題　／　その他

連絡事項がございましたら、以下に御記入ください。

第２回WGの

資料から再掲


